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【チケット取り扱い】

【お問い合わせ】
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（Pコード　205-777） ※一部携帯電話・PHS・IP電話はご利用いただくことができません。●チケットぴあ

●藝大アートプラザ

●イープラス(e+) 

●ヴォートル・チケットセンター

東京藝術大学奏楽堂
入場料／全席指定　S席5,000円　A席4,000円
10月9日（水）18:30開演（18:00開場） （大学構内）

※未就学児の入場はできませんのでご了承ください

2013年

●東京藝術大学演奏藝術センター 050-5525-2300 ●東京藝術大学ホームページ http://www.geidai.ac.jp/

●東京文化会館チケットサービス
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主催：東京藝術大学演奏藝術センター　東京藝術大学音楽学部・美術学部／協力：籔内佐斗司工房　青山美術株式会社　
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※スケジュール、曲目、出演者等は、都合により
　変更となる場合もありますのでご了承ください。

【交通案内】
　

※駐車場はございませんので、お車でのご来場はご遠慮ください

京成線上野駅、東京メトロ日比谷線上野駅・銀座線上野駅より
JR上野駅・鶯谷駅、東京メトロ千代田線根津駅より 徒歩10分

徒歩15分

【所在地】
　【お問い合わせ】
　

東京都台東区上野公園12-8　〒110-8714 

東京藝術大学演奏藝術センター　
050-5525-2300 http://www.geidai.ac.jp/

台東区循環バス「東西めぐりん」
上野駅・上野公園から（東京芸術大学経由） 東京芸術大学下車［30分間隔］　5-12
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　ヒンドゥー教の女神・サラスバティーに起源をもつ弁財天（辨財天、弁才天とも）は、
日本人にとても愛されてきた神さまだ。もともとが「聖なる河」という意味のその名は、
水や龍とも深い関連がある。諸芸成就と豊穣をもたらしてくれる美しき女神は、市杵嶋姫
や蛇神である宇賀神とも習合し、また七福神のアイドルとして、多くの伝統芸能にも取り
上げられてきた。
　さてこのとらえどころのない魅惑の女神を、舞台上でどのように表現できるか、舞台美
術担当として例年にもまして大いに創作意欲を掻きたてられた。今年は、平成伎楽団だけ
でなく、映像まで仰せつかったので、なおさらのことだ。
　水は、限りない恩恵と、ときには恐ろしい災厄をもたらす。それを調伏する弁財天の力を、
和楽の調べと渾然一体に表現しようと思う。今回で四回目の美術担当だが、いままで以上
にご来場のみなさまに楽しんで頂けるよう、出演者、関係者とともに心を込めた舞台を創
りあげたい。

　萩岡主任教授の突然のお電話についついお引き受けはしたものの、実はいまだに自分の
立ち位置が解ってない。東京藝術大学の邦楽部門の発表会なのは理解しているつもりなの
だが、会の中で何を求められているのかがいまいち分かっていないのだ。ともかく巳年の
今年のテーマは「へび」と水の神でもある「弁財天」であり、水と龍神からの連想で「鯉」を引っ
張り出した。鯉魚の一軸から飛び出した鯉の道行から滝昇りに挑み、ついに夫婦の鯉は龍
に変身し、弁財天に救われて龍神になる、という話を纏めて義太夫・長唄・箏曲（山田流）
の歌詞を書いた。六六魚（鯉）変じて九九鱗（龍）になるという中国の古い故事から、日
本では稽古事の始まりを六才の六月六日とするのであるが、それも学びの舎には相応しか
ろうと思ってのことであり、昇る鯉の譬えは「登龍門」に通じている。これも邦楽科の発
表会に相応しいと考えた。初演の演奏を楽しみにしているが、ともかくこれから準備にか
かるので、何がどうなるのか、楽しみであり不安でもある。（平成25年7月記）

籔内 佐斗司
（東京藝術大学大学院美術研究科文化財保存学教授）「弁財天縁起」によせて

織田 紘二
（演出家・日本芸術文化振興会顧問）演出のこと
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